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（平成１９年１２月： 鉱工業指数」）Ⅱ 生産動向について 「

１ 生 産

季節調整済指数は１０９．７で前月

比１．４％増となりました （原指数。

１０８．０、前年同月比１．６％増）

業種別にみると、食料品・たばこ工

業や電子・デバイス工業など９業種が

上昇しました。また、化学工業や金属

製品工業など８業種が下落しました。

２ 出 荷

季節調整済指数は１１８．４で、前

月比３．０％増となりました （原指。

． 、 ． ）数１１８ １ 前年同月比４ ０％増

業種別にみると、電子・デバイス工

業や食料品・たばこ工業など１０業種

が上昇しました。また、一般機械工業

や化学工業など８業種が下落しまし

た。

３ 在 庫

季節調整済指数は１１１．３で、前

月比８．５％増となりました （原指。

． 、 ． ）数１０１ ６ 前年同月比８ ２％増

業種別にみると、輸送機械工業や一般

機械工業など５業種が上昇しました。

また、電子・デバイス工業や電気機械

工業など１３業種が下落しました。

主要9業種の動向【生産】

※ ウェイト・・平成12年における、生産活動全体を10000とした場合の各業種の規模を付加価値額の割合で表したもの。

平成１９年１２月の鉱工業指数 平成１２年=１００

季節調整済指数 原指数

前年同月比(％)前月比(％)

福 生 産 １０９．７ １．４ １０８．０ １．６

岡 出 荷 １１８．４ ３．０ １１８．１ ４．０

県 在 庫 １１１．３ ８．５ １０１．６ ８．２

九 生 産 １１５．２ １．０ １１４．３ １．１

出 荷 １１８．２ ０．１ １１７．３ １．６

州 在 庫 ９２．８ ２．１ ９１．４ ４．２

全 生 産 １１１．９ １．４ １１０．２ ０．７

出 荷 １１６．９ １．６ １１７．１ ３．１

国 在 庫 ９８．９ ▲０．５ ９７．２ ０．７

福岡 県鉱 工業 指 数の 推移
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福岡県鉱工業指数原指数の推移（前年同月比）
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前 月 比 前 年 同 月 比
（ ％ ） （ ％ ）

鉄 鋼 4 .1 2 .7

金 属 製 品 ▲ 1 3 .9 6 .2

一 般 機 械 ▲ 8 .7 ▲ 5 .4

電 気 機 械 ▲ 1 .8 7 .0

電 子 ・ デ バ イ ス 1 1 .1 7 .2

輸 送 機 械 8 .6 2 1 .4

窯 業 ・ 土 石 製 品 ▲ 4 .9 ▲ 1 3 .2

化 学 ▲ 1 5 .9 ▲ 2 1 .7
食 料 品 ・ た ば こ 1 6 .8 ▲ 3 .5

総 合 1 .4 1 .6

そ の 他 の 建 設 用 鉄 構 物 、 飲 料 用 缶 、 ガ ス 湯 沸 器

電 力 変 換 装 置 、 変 圧 器 、 電 気 計 器

め ん 類 、 冷 凍 調 理 食 品 、 パ ン

－

線 形 回 路 、 計 数 回 路 、 光 電 変 換 素 子

業 種 上 昇 ま た は 下 落 に 寄 与 し た 主 な 品 目 （ 前 月 比 ）

軌 条 、 冷 延 電 気 鋼 帯 、 め っ き 鋼 材

ダ イ ヤ モ ン ド 工 具 、 変 速 機 、 産 業 用 ロ ボ ッ ト

セ メ ン ト 、 フ ァ イ ン セ ラ ミ ッ ク ス 、 ガ ラ ス 製 容 器 類

普 通 自 動 車 、 自 動 車 部 品 、 自 動 車 車 体

ト ル イ レ ン ジ イ ソ シ ア ネ ー ト 、 医 薬 品 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト


